
	介護職員等によるたんの吸引等の実施のための制度について
「社会福祉士及び介護福祉士法」の一部改正（H24.4.1施行）


趣　旨
○介護福祉士及び一定の研修を受けた介護職員等は、一定の条件の下にたんの吸引等の行為を実施できることとする。
☆たんの吸引や経管栄養は「医行為」と整理されており、現在は、一定の条件の下に実質的違法性阻却論により
容認されている状況（下表）
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実施可能な行為
○たんの吸引その他の日常生活を営むのに必要な行為であって、医師の指示の下に行われるもの
　・たんの吸引（口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部）
　・経管栄養（胃ろう、腸ろう、経鼻経管栄養）
介護職員等の範囲
○介護福祉士（平成２８年１月の国家試験合格者以降が対象…介護福祉士養成課程で習得）
○介護福祉士以外の介護職員等（平成２４年４月～）
　・研修カリキュラム修了後、本人の申請に基づき、都道府県が「認定特定行為業務従事者認定証」を交付
　・本人の申請に基づき、都道府県が「認定特定行為業務従事者認定証」を交付した経過措置対象者
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研修カリキュラム
○不特定多数の者対象・・・基本研修（50時間の講義＋シュミレーター演習）＋実地研修
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○特定の者対象・・・基本研修（8時間の講義＋シュミレーター演習１時間）＋実地研修
　・特定の方に対して行うための実地研修を重視した類型（国はALSなどの重度障害者等を想定）
　・実地研修は当該特定の者に対して実施（実地研修のみで対象者を追加可）
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※どちらの研修を受講するかは利用者の入れ替わる頻度や人数等により事業者で判断
登録研修機関
○都道府県または登録研修機関
　・登録研修機関には、事業者、養成施設もなることが可能
　・研修指導者は国が実施する指導者講習（または都道府県が実施する伝達講習）を修了した医師・看護師
登録事業者
○介護職員等によるたんの吸引等を業として行う事業者は都道府県に登録が必要
　・登録喀痰吸引等事業者（H27年度～　従事者に介護福祉士のいる事業者）
　・登録特定行為事業者（H24年度～　従事者が介護職員等のみの事業者）
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